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富山県庄川における降海期サクラマスの食性
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恥edingHabitofJuvenileMasuSalmon，Ｏ'0,1伽､C伽Ｓ〃､αso"，

duringthePeriodofSeawardMigrationintheShouRiver

ofToyamaPrefecture

ＹａｓｕｈｉｋｏＴＡＧＯ＊

StomachcontentsofjuvenilemasusalmonO7Zm伽"zc伽ｓ”zs”collectedin

thelowerreachesoftheShouRiverinToyamaPrefecturefromMarchto

April，whenthemasusalmonjuvenilemigraｔｅｄｔｏｓｅａ，inl992were

examined・Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓａｍｐｌｅｓｗｈｉｃｈｗｅｒｅｃａｐturedbycastingnets

was92・

ＴｈｅｍａｉｎｆＯｏｄｏｆｍａｓｕｓalmonconsistedofaquaticinsectsofMayfly

nymphs，Ｅｶﾉbe”eγひ〆”，ａｔｔｈｅｒａｔｅｏｆ７４､４ｔｏ94.3％ｉｎｗｅｔｗｅｉｇｈｔｓｉｎ

Ｍａｒｃｈ，andfiFomearlyApriltomidApril，itconsistedofchumsalmonfry

O．〃αａｔｔｈｅｒａｔｅｏｆ６６､６ｔｏ93.7％．InlateApril，itcomprisedMayfly

nymphsandchumsalmonfryattherateof43､8％ａｎｄ40.2％，respectivly．

Keywords：Ｃｈｕｍｓａｌｍｏｎｆｒｙ，Ｍａｓｕｓａｌｍｏｎ，Mayflynymphs，ShouRiver，

Stomachcontents

サクラマスＯ１ｚｃ伽y7Zc〃ｓ柳αso"の資源増大を効率的に行うには，サクラマスの人工種苗

の放流量を増加し，種苗の健康度を高めるとともに，放流後の河川での生態を解明し，そ

の知見を増殖事業に活用することが必要である。しかし，日本海側でサクラマスの降海幼

魚が多数出現する地域の南限に近い富山県における本種の河川での生態研究は，スモルト

の降海時期と大きさについて（田子1993）以外にはなく，サクラマスの降海時期の食性

に関しては，真山・大熊（1983），杉若（1985），真山（1992）が北海道で，木曾・熊谷

（1989）が三陸地方南部で，そして関ら（1990）が新潟県の河川での報告が知られている。

筆者は富山県西部を流れる庄川において，サクラマス幼魚とサケＯ・keta稚魚はそれぞ

れの降海時期をほぼ同じくしている（角1984，田子1993）ことに着目し，これらの生

態的関係，特にサケ稚魚を捕食する可能性のあるサクラマス幼魚の食性を解明することは，

資源増大方策を確立する上で重要と考え，1992年に採捕したサクラマス幼魚の胃内容物を

分析したところ若干の知見を得たので報告する。

＊富山県水産試験場(ToyamaPrcfectural
Japan）
富山県水産試験場業績Ａ第32号

FisheriesExpenmentStation・NamerikawaToyama936，
●
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Fig. 1 Map showing the location of 

the Shou River. Closed circles 

indicate sampling site of 

juvenile masu salmon (st .1) ， 

releasing site of juvenile masu 

salmon (st . 2) ， and releasing 

site of chum salmon fry (st.3)， 

respectivly. 
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材 料と方法

サクラマス幼魚は1992年３月５日から４月22日の間に延べ６日間，庄川左岸（St､1）の

大門大橋直下より約50ｍ下流までの範囲内で投網を用いて採捕した（Fig.１）。採捕時間

はＪＩＢＰ－ＪＰＦユーラップ川研究グループ（1973），真山・大熊（1983），真山（1992）

が本種の幼魚の胃内容物の量が最大に近くなると報告している11時30分から16時の間とし

た。なお，当該河川と1992年春の幼魚放流の概要は前報（田子1993）のとおりである。

採捕魚はスモルト化の進行度合の判定と胃内容物の消化抑制のために，生鮮状態で氷冷

して実験室に持ち帰り，久保（1980）の基準に従い各個体のスモルト化の進行度合を判定

の後，尾叉長と体重を測定し，採捕から２時間以内に胃部を摘出し10％ホルマリン溶液で

固定した。各個体のスモルト化進行度合の判定は，久保（1980）の基準のうちパーを「パー」

（parr），前期スモルトを「中間型」（smolt-parr），中～後期スモルトを併せて「ス

モルト」（smolt）と区分して行った。

採捕魚１個体ごとの胃内容物は湿重量を測定した後，同じ採捕日の全個体をまとめて消

化物と破片を除いた種類別の湿重量と個体数を調べた。なお，胃内容物の分類は，「水生

昆虫」，「魚類」，「魚卵」及び「その他」とし，水生昆虫の分類は目までにとどめた。

胃内容量指数は次式により求めた。

胃内容量指数＝（胃内容物湿重量／体重）×lOO

結果と考察

サクラマス幼魚を1992年３月５日から４月22日にかけて合計92尾採捕した。採捕魚すべ

てに脂鰭と右腹鰭が切除されていたことから，これらは同年２月５日に大門大橋の上流約

1.8kｍ（Fig.１：Ｓｔ，２）の地点に放流された幼魚（田子1993）と判定した。

調査日毎の採捕魚の尾叉長，胃内容物湿重量及び胃内容量指数の平均と標準偏差を

Ｔａｂｌｅｌに示した。「パー」，「中間型」及び「スモルト」の尾叉長の各々の各旬におけ

る平均値は14.6～16.4cm，13.1～15.6cm，14.0～15.8cm，胃内容物湿重量は0.8～3.09,

0.5～２．１９，０．１～１．１９，そして胃内容量指数は2.1～4.8,1.0～4.7,0.3～3.4の範囲で

推移したが，いずれの場合も「パー」が「スモルト」と「中間型」の両方よりも上回った。

採捕魚全体のスモルト化の進行度合別の尾叉長と胃内容量指数の関係をFig.２に示した。

「パー」では尾叉長の大きい個体ほど胃内容量指数が高くなる傾向にあり，「中間型」と

「スモルト」では尾叉長の大きい個体ほど胃内容量指数が低くなる傾向が認められた。

杉若（1985）は，北海道の厚田川で，スモルトがパーよりも摂餌的優位性を有している

と述べ，関ら（1990）は，新潟県加治川の調査で，パーもスモルトも大型魚ほど胃内容指

数が高かったとしている。また，真山（1992）は，北海道の目名川で，大型魚からなるス

モルトの摂餌活動の低下は明らかであると報告している。今回の結果は，杉若（1985）と

は逆であり，関ら（1990）とはパーでは同じ結果であるが，スモルトでは逆となり，真山
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（1992）の結果とは矛盾するものではなかった。杉若（1985）と関ら（1990）の場合，ス

モルトの定義が明確でなく，おそらく久保（1980）のいう前期スモルトの幼魚について述

べていると思われるが，サクラマス幼魚の摂餌活動はスモルトの進行度合や棲息場所で相

違すると考えられる。

胃内容物湿重量と個体数の種類別割合をＴａｂｌｅ２に示した。湿重量割合ではコカゲロウ

（Baetidae）を主体とするカゲロウ類（Ephemeroptera）が３月５日～27日には74.4～

94.3％，４月22日にはヒラタカゲロウ（Ecdyonuridae）を主体とするカゲロウ類が43.8

％を占めた。サケ稚魚は３月17日から認められ，４月８～22日には40.2～93.7％を占めた。

特に４月１７日にはサクラマス幼魚１尾当り１尾のサケ稚魚を捕食していた。ユスリカ類

（Chironomidae）を主体とする双迩目昆虫（Diptera）は全期間を通じてみられたがその

割合は0.2～8.0％と少なかった。魚卵は産卵時期と卵径（1.9-2.0ｍ）に基づいてカジカ
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The relation between stomach content index and fork length of juvenile 

masu salmon collected at the lower reaches of the Shou River in 1992. 

口parr， . smolt-parr，ム smolt

Length Fork 

Fig.2 

Cottus tollux (小卵型)の卵(発限卵を含む)と推定されたが，全期間を通じて0.6........5.2

%であった。この他， トピケラ類 (Trichoptera)(0.0........9.8%)やカワゲラ類 (Plecoptera)

(0.0........2.2%)がわずかながら認められた。

個体数割合ではカゲロウ類が 3月5日........27日と 4月22日に46.4........69.7%を占め，また，

双麹目昆虫は小型であるため重量の占める割合は小さかったが，個体数では全期間を通じ

て12.2........83.5%を占めた。他の餌生物に比ベサイズの大きいサケ稚魚は 4月8日........4月

22日には重量の占める割合は高かったが，個体数では0.7........9.3%を占めたに過ぎなかった。

1992年の庄川におけるサクラマス幼魚の降海時期は 3月中旬から 4月下旬であり，その

盛期は 3月下旬であった(因子 1993) ことから，今回の調査結果は，サクラマス幼魚の

降海時期の食性を示していると考えられる。サクラマス幼魚の主要な餌となっていた生物

は 3月には水生昆虫のカゲロウ類 4月上旬から中旬にかけてはサケ稚魚 4月下旬で

はカゲロウ類とサケ稚魚であった。サクラマス幼魚は流下する動物性の餌料に対して全く

選択性を示さないことが報告されている (J1 BP-JPFユーラップ川研究グループ 1973) 

ので，サクラマス幼魚はそれぞれの時期に最も多く流下する動物性の餌料を利用していた

と考えられる。胃内容物中に出現したサケ稚魚の体重は放流魚とほぼ同じ1.1........1.8gであ

り，体サイズだけからみれば放流サケ稚魚の多くがサクラマス幼魚の餌料対象となり得た
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Table 2. Periodical changes in composition of stomach content of juvenile masu 

salmon collected at the lower reaches of the Shou River in 1992. 

Upper : wet weight， lower: individual num ber . 

Organisms 

Aquatic insects 

Ephemeroptera 

Trichoptera 

Plecoptera 

Diptera 

Fish 

α'lCorhynchus Keta 
Fish eggs 

Others 

Mar. 5 

(%) 

94.3 

0.6 

0.0 

1.4 

0.0 

3.0 

0.7 

Mar. 17 Mar. 27 

(%) (%) 

79.5 

4.9 

0.0 

2.1 

9.0 

3.6 

0.9 

74.4 

5.8 

0.0 

3.7 

5.5 

5.2 

5.4 

Apr. 8 

(%) 

16.1 

5.7 

0.0 

8.。

66.6 

1.1 

2.5 

Apr. 17 

(%) 

5.5 

0.0 

0.0 

0.2 

93.7 

0.6 

0.0 

Apr. 22 

(%) 

43.8 

9.8 

2.2 

0.2 

40.2 

1.2 

2.6 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................ -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...................................................................................................

AQuatic insects 

Ephemeroptera 

Trichoptera 

Piecoptera 

Diptera 

Fish 

αrcorhynchus Keta 
Fish eggs 

Others 

69.7 

1.0 

0.0 

19.7 

0.0 

7.8 

1.8 

46.4 

3.4 

0.0 

36.4 

0.2 

13.1 

0.5 

48.7 

6.2 

0.0 

27.6 

0.2 

14.8 

2.5 

9.2 

3.4 

0.0 

83.5 

0.7 

2.3 

0.9 

32.0 

0.0 

0.0 

48.。
9.3 

10.7 

0.0 

69.5 

3.8 

0.8 

12.2 

1.5 

6.9 

5.3 

と判断される。遊泳能力を持ちながら降下してくるサケ稚魚が水生昆虫と同等にサクラマ

ス幼魚の餌料として扱えるかは今後両者の捕食，被食生態に関する実験的調査を要すると

ころであるが，少なくとも 3月中旬から 4月下旬にかけてサケ稚魚がサクラマス幼魚に

捕食されていたことは，サケ稚魚がこの頃に調査地点を通過し，降海していったと推定さ

れる。庄川では， 1992年の 2月25日........4月10日にかけて12，542千尾のサケ稚魚(尾叉長

5........7ω，重0.8........2.0g)が調査地点の上流3........4 kmの地点 (Fig.1: st. 3)に放流さ

れており，これらを当該サクラマス放流幼魚が餌として利用したと考えられる。

なお，庄川の水生昆虫については，出現種類と個体数について部分的に報告されている

(櫛岡 1978，安念・川崎 1988)だけで，不明の部分が多い。サクラマス幼魚の適正放
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流数を把握するためにも，今後は水生昆虫の種類別の現存量と流下量を調査する必要があ

ろう。

本県でのサクラマス幼魚のスモルト化盛期前に行う放流は海への到達距離を短くするた

め，できるだけ下流域で行なわれる傾向にあった（若林1991,1992，田子1992）が，

今回の調査で，サケ稚魚がサクラマス幼魚の主要な餌となることが明らかになったことは，

重要な問題を提起している。すなわち，日本でサクラマスの増殖事業が行われている北陸，

東北地方及び北海道の河川ではサケの増殖事業も行われているところが多い。さらに，サ

クラマスとサケの種苗は同一の増殖場で生産されることが多く，相互に飼育水の利用や生

産尾数の点で競合状態にあるため，両者の飼育量が最大となる以前にサクラマス幼魚を放

流することが多い。今回の調査結果から同じ増殖努力をしているサケ稚魚が放流サクラマ

ス幼魚に捕食されるのはサケの増殖事業の面から見てマイナスであり，放流サクラマス幼

魚によるサケ稚魚の捕食を極力減らす手段を講ずる必要がある。

放流されたサクラマス幼魚は降海時期になると雌雄ともパーが放流地点に残留する傾向

が強いと報告されており（真山ら1986），ヤマメの放流試験においても，魚体の大きい

群は放流地点から上流へそ上することが多いことが観察されている（本多ら1981）。さ

らに，魚体の大きさが同じなら河川残留型パーとスモルトでは餌料の大きさに大差はなく，

尾叉長の大きい個体ほど捕食している動物の平均重量が大きい傾向のあること（木曾・熊

谷1989）が知られている。また，1992年に庄川へ放流したサクラマス幼魚のスモルト率

は40～70％（田子1992）であり，放流サクラマス幼魚の多くがパーとして河川に残留す

ると推定されるうえ，魚体はパーがスモルトよりも大きい傾向がみられた（Ｔａｂｌｅｌ，

Fig.２）。これらのことから，サクラマスとサケの増殖を同時に行っている河川では，サ

ケ稚魚放流点より下流にサクラマス幼魚を放流するとパーによるサケ稚魚の捕食率が高く

なることが考えられるため，今後サケ放流地点の上流域と下流域で試験的にサクラマス幼

魚を放流し，両地点でのサクラマス幼魚によるサケ稚魚の捕食状況を詳しく調査すること

により，サクラマス幼魚のより適切な放流地点を明らかにする必要がある。

要 約

サクラマス幼魚の降海時期である３～４月に富山県西部の庄川で92尾の幼魚を採捕し，
その食性を調べた。

サクラマス幼魚の胃内容物に占める餌料の種類別湿重量割合は，３月には水生昆虫のカ

ゲロウ類が74.4～94.3％，４月上～中旬にはサケ稚魚が66.6～93.7％，４月下旬にはカゲ

ロウ類とサケ稚魚がそれぞれ43.8％と40.2％を占めた。
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